
般若絵心経
絵文字・判じ絵の解読
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羽織などの､紐などを
通す小さい輪。
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この「般若絵心経」
は、天保年間(1830年
代)に岩手県で創案され
た「盛岡系舞田屋版」と
されるもの。
当時は義務教育などは
なく文字の読めない人も
いたため、誰でも般若心
経に触れられるようにし
て民衆の心の安寧を図る
目的のほか、明るくユー
モラスな庶民の読み物と
しても流布したと考えら
れる。
写実的な絵文字は、こ
の時代に流行した“判じ
絵”の趣も感じられる。
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